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　● まえがき

織田信長はなぜ比叡山延暦寺を焼き討ちしたのでしょうか。信長の残
虐さの象徴として語られることが多いエピソードです。では、経済の視
点でみると、どうでしょうか。当時の寺社勢力は、荘園や関所から収入
を得て強大な勢力を誇っていました。楽市楽座に代表される、自由で活
発な商業によって経済を活性化させようとしていた信長の政策が行われ
ると、寺社勢力は自分たちの財政基盤を失ってしまいます。そのため、
信長に抵抗したのです。信長は、よりよい経済システムをつくるために、
抵抗した寺社勢力と戦ったのです。
信長の政策は、経済の視点でみると、とても合理的です。商業を活性
化させて領内を豊かにし、戦のプロの常備軍を雇うための資金を調達し
ました。そして、モノの運ばれる流通の要所をおさえ、他の戦国大名に
対して優位に立ちました。信長の政策を経済の視点でみることで、当時
の社会のしくみをスッキリ理解することができます。
このように、歴史のできごとには、経済が大きく影響しています。経
済の視点でみることで、歴史をより深く理解し、現代にも応用できる見方・
考え方を身につけることができるのです。
私は、中学校社会科の教師です。社会科には地理・歴史・公民の分野
がありますが、地理では地理の内容を、歴史では歴史の内容を教えるだ
けでは不十分と考えています。歴史では、歴史の題材や視点を中心にし
ながら、地理・経済・政治など、様々な視点から考え、当時の社会を深
く理解し、人々の判断・行動を評価し、現代に生かしていく。そういっ
た学習を理想と考えています。本書は、その中でも、経済の視点を軸に、
歴史を学習する考え方や方法を取り上げました。なぜなら、経済の視点は、
人々の判断・行動や社会のしくみに大きく影響を与え、切っても切れな
い関係にあるからです。
本書では、歴史をみるための経済の視点を紹介し、経済の視点でみた
歴史の事例を多数取り上げています。歴史を単なる知識として教えるの
でなく、歴史を通して見方・考え方を育み、現代の我々が活用できる力
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を育てていきましょう。

本書は、次のように構成されています。
第１章は、経済の視点を取り入れた歴史学習の理論です。なぜ歴史を
学ぶのか、歴史で何をどのように学ぶのか、なぜ経済の視点が必要なのか、
どのように経済の視点を用いるのかを、見開きで簡潔に解説しています。
第２章は、歴史学習に取り入れる経済の視点です。歴史的な事象や人々
の判断・行動に影響を与えた経済の視点を、３領域９視点に系統化して、
わかりやすく解説しています。また、それぞれの視点に対応する第４章
の事例を一覧表で見られるようにしています。
第３章は、経済の視点を取り入れた学習法です。３つの型と３つの学
習法に分類し、すぐに取り入れられる「ネタ挿入型」や、人物の政策を
評価する学習法など、経済の視点を取り入れた具体的な学習法を紹介し
ています。
第４章は、実践編です。古代から近代までの事例を、「どうして～だっ
たの？」などの問いに答える形で解説しています。各頁の事例と、第２
章で解説した経済の視点との関係を一目でわかるように、構成していま
す。また、「へぇ～、そうだったのか」と歴史の読み物としても楽しんで
いただけるようにもなっています。
読者のみなさまのニーズによって、どこから読んでいただいても構い
ません。
本書が、学校現場で日々熱心に教育に携わっておられる先生方、歴史
に関心があり手に取っていただいた方々のお役に少しでも立てれば幸い
です。
本書の執筆にあたり、横山験也社長をはじめ、さくら社の方々には大
変お世話になりました。企画から構成まで様々な面で支えていただきま
した。この場をお借りして、お礼を申し上げます。

	 　　　2020 年　５月	 	 	 	 	 	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梶谷真弘
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第1章

1 なぜ歴史を学ぶのか

❶ 「歴史とは、過去と現在の対話」
　「歴史とは、過去と現在の対話である。」
この言葉は、歴史学者の E.H. カーが著書『歴史とは何か』で述べた言
葉です。歴史とはいったい何か、そして歴史をなぜ学ぶのかを、短く、
わかりやすく、私たちに伝えてくれています。
歴史学習は、過去について知っていることを増やす学習ではありませ
ん。もの知り、雑学王、クイズ王を育てるものでもありません。現在の
歴史学習は、用語暗記、もしくは用語理解型の学習が中心になりがちです。
もの知りな先生の話を聞いて、子どもが「へぇ～」と言うだけの授業では、
真に歴史を学んでいるとは言えません。

❷ 歴史を学ぶ目的
歴史を学ぶ目的は様々ありますが、一つは次のように言えます。
過去に起こったできごとや人物の行動の分析を通して、社会のきまり

（法則）や共通性、因果関係、生き方を学び、これからの生き方に生かす
ことです。そのために、歴史の学習では、できごとはなぜ起こったのか、
その人はなぜそのような行動をとったのかを、当時の社会状況や因果関
係から考えていきます。
歴史を学ぶ上で、この「考える視点」がとても大事になります。歴史
で学ぶできごとが、すべて共通性のないバラバラに起こるできごとだと、
学んだことを次の学習に、そして自身の実生活に生かせません。歴史の
法則性や共通性を見つけることで、学んだことを次の学習に、そして自
身の実生活に生かすことができるのです。
　「どうして～なのだろう？」という問いを持ち、資料などからそれを考
え、「（できごと）の原因は～だ」、「（人物）は～だから、～をしたんだ」と、
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できごとや人の行動を解釈します。そして、それが「以前に学習した～
と同じだ」、「現代の～と同じだ」と気づくと、「考える視点」が獲得でき
たと言えます。さらに、その「考える視点」を別のできごとに応用する
ことができれば、「考える視点」を応用することができたと言えます。

❸ 学んだ視点を応用し、判断・評価する
　また、歴史学習を「過去学習」にしないためには、歴史における法則
や共通性を見つけるだけでは不十分です。
　歴史学習の質を、上・中・下で表すと、表 1のようになります。
　下の用語暗記型・用語理解型の授業では、知識の獲得が目的になります。
知識はすべての基盤ですが、それだけでは不十分です。
　中の因果関係や共通性を考え、解釈する授業では、知識を基盤に思考し、
「考える視点」、つまり見方・考え方を深めることが目的になります。学
習したことを応用する力をつけます。
　そして、上の真に求められる歴史学習では、見方・考え方をもとに、
歴史のできごとが正しかったのかを評価したり、どうすべきかを判断し
たりし、現代の社会問題に対して判断・行動できる力をつけることが目
的になります。

【参考文献】▪E.H. カー『歴史とは何か』岩波新書、1962 年

■表１　歴史学習の質の段階

歴史学習の質

上の授業

中の授業

下の授業

内容・方法

歴史のできごとや人の行動を判
断、評価する授業

因果関係や共通性を考え、解釈
する授業

先生が知識を語る用語暗記・用
語理解型授業

目的

できごとを判断・評価
し、行動する

見方・考え方を深める
応用する

知識の獲得
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第1章

2 歴史で何をどのように学ぶのか

❶ オーセンティックな学習
　歴史学習では、何を、どのように学習すればよいのでしょうか。
　社会科に求められるのは、より良い社会を形成する市民の育成です。歴
史学習もその一翼を担っています。アメリカの教育学者であるF.M.ニュー
マンは、オーセンティックな（真正の）学習を提唱しています。オーセ
ンティックな学習では、より良い社会を形成する市民を育成するために、
授業を構成します。歴史も、ただ歴史を学ぶのでなく、より良い社会を
形成する市民になるために学習します。オーセンティックな学習では、
次の３つを重視します。

（1）社会で重要な内容・方法

　歴史の知識を増やすのは、社会に出ると重要ではありません。学問の
成果（内容）や手法（方法）を踏まえた学習は、社会で起こる問題を解
決する場合に重要です。歴史学の内容や方法を踏まえた学習が必要です。
また、歴史学だけでなく、複数の学問の成果や手法を取り入れることで、
学習は深まります。

（2）社会で意味のある学び

　学習した知識を、ただの知識として記憶しておくだけでは、社会に出
たときに意味のないものになってしまいます。社会で起こる問題を解決
するために、学んだ知識を自分に必要な形に再構成する必要があります。
再構成とは、例えば、いくつかの知識を組み合わせたり、別の場面に応
用したりすることです。

（3）学校の外で価値がある学び
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　学校のテストだけで使える知識は、社会では価値がありません。社会
で起こることを理解したり、問題を解決したりするために、知識を用い
ます。また、学習の結果として、自分の意見や成果物を他者に発信する
ことで、学習が社会にとって価値のあるものになります。
　このように、オーセンティックな学習は、①学問に基づく重要な内容・
方法を用い、②社会で意味のある学びになるように知識を再構成し、③
学校の外でも価値のある学びになるように設計します。

❷ 経済の視点を取り入れた歴史学習
オーセンティックで理想的な歴史学習とは、歴史のできごとについて、

歴史・地理・経済など、様々な視点（見方・考え方）で分析し、当時の
社会状況や人々の判断・行動を理解し、それを現代社会に応用する力を
つける学習です。
しかし、いきなり理想的な歴史学習を行うのは難しいでしょう。そこで、
本書では、歴史学習に経済の視点を取り入れる学習を提案します。
　例えば、「どうしてヤマト王権は力をつけたのか」を考えてみましょう。
これは、鉄という、当時日本での製造が難しかった、「希少性」の高いモ
ノを、ヤマト王権が海外から独占的に仕入れたこと（「交易」）で、周囲
のクニに対して優位に立ち、力をつけたのです。
　ここで言う、「希少性」、「交易」が、本書で扱う経済の視点です。経済
の視点を取り入れることで、当時の状況をスッキリ理解できます。また、
同じようなケースは、歴史で度々登場します。そのとき、ヤマト王権で
学んだ視点を使うことで、別の事例を理解しやすくなります。また、歴
史だけでなく、現代の問題を考える上でも、使える視点（見方・考え方）
になるのです。

【参考文献】▪David Harris and Michael Yocum, Powerful and Authentic Social Studies, National Council 
for the Social Studies, 2000. 

▪Fred M. Newmann and Associates, Authentic Achievement: Restructuring Schools for 
Intellectual Quality，Jossey-Bass a Wiley Company,1996.

▪拙著「Powerful and Authentic Social Studies における教師の専門性の開発―社会科授業
の評価基準に着目した分析研究―」大阪教育大学 社会科教育学研究 第 10 号、2012 年、
pp.1-10.
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第1章

3 なぜ経済の視点が必要なのか

歴史学習に経済の視点を取り入れると書きました。
　「歴史の内容を教えるだけでも大変なのに、経済の内容まで教えないと
いけないのか！」、「経済の学習は中学３年生で行うので、中学１・２年
生に教えるのは難しい」などの意見が聞こえてきそうです。
 経済の内容を追加して教えるのではなく、経済の視点、つまり経済の
見方・考え方を使って、歴史を学習するのです。また、経済の内容は、
決して３年生にならないと学べないものではありません。現在の経済学
習が、歴史同様、用語を覚える学習になってしまっているために、経済
を難しく感じるのです。経済というのは、私たちの生活の様々な場面で
関わっています。さらに言えば、多くの人は、日常的に経済の視点を使っ
て、判断・行動をしているのです。

　　　　　　

❶ 判断や行動は、経済の視点が大きく影響する
どうして織田信長は、比叡山延暦寺を焼き討ちしたのでしょうか。こ
の問題は、お寺、つまり寺社勢力を、現在のお寺と同じように考えてい
てはわかりません。当時の寺社勢力は、荘園や関所からの収入を背景と
した財力と、武装化したお坊さんである僧兵を抱えた一大勢力であり、
貴族も将軍も戦国大名も手出しできないほどの力を持っていました。
信長は、自由で活発な商業によって経済を活性化しようと、様々な政
策を行いました。しかし、寺社勢力にとって、そのやり方では自分たち

歴史 歴史経済

歴史の視点
（経済メガネ）を
使って学習
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の財政基盤を失ってしまいます。そのため、信長に抵抗したのです。信
長は、よりよい経済システムをつくるために、抵抗した寺社勢力と戦っ
たのです。
このように、人々の判断や行動には、経済が大きく影響しています。
経済の視点でみることで、その人の行動の意図や当時の状況がよくわか
ります。

❷ 経済の視点でみることで、より深く理解できる
どうして信長は戦国時代の中、あれだけ勢力を広げることができたの
でしょうか。それは、「戦のプロ」である常備軍をつくったからです。
それまでの戦国大名は、戦の度に民衆を集めて戦っていました。その
ため、統率力も低く、農業に手のかかる時期は、戦ができませんでした。
そこで、信長は戦のプロである武士を雇い、常に戦に備えて鍛錬ができ
る常備軍をつくりました。しかし、常備軍を雇うには、お金がかかります。
そこで、信長は、自由な商売を認め、商業を活性化させ、商人にその権
利を認める代わりに税を納めさせました。経済政策に力を入れ、それが
成功したことで、武士を雇うことができ、勢力を広げることができたの
です。
このように、歴史のできごとは、経済の視点でみることで、より深く
理解することができるのです。

❸ 経済の視点でみることで、現代に応用できる
先ほどの信長の例は、歴史のできごととして知っているだけでは、現
代に生かすことは難しいでしょう。
そうではなく、経済の視点でみるとどうでしょうか。信長の経済政策
をもとに、他の戦国大名はどのような政策をしていたのか、比較ができ
ます。そうすると、戦国大名の領国経営の大切さがわかります。戦国大
名を、経営者としてみることができます。経済の視点でみることで、学
んだことを別の事例に応用することができます。さらに、それを現代に
応用することができるのです。


